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「
宇
多
津
町
古
代
米
生
産
組
合
」

グ ル ー プ  紹 介元 気 な な か ま

あ
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が
き
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町
内
農
家
の
有
志
が
、
本
町
の
特
産

品
開
発
と
耕
作
放
棄
地
対
策
で
約
10
年

前
か
ら
古
代
米
作
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
普
通
の
米
と
同
じ
よ
う
に
６
月

に
は
田
植
え
を
し
、
秋
に
収
穫
し
ま
す

が
、
毎
年
、
町
内
の
幼
稚
園
児
や
小
学

生
が
収
穫
の
手
伝
い
に
来
て
く
れ
ま
す
。

　
古
代
米
は
私
た
ち
の
祖
先
が
栽
培
し

て
い
た
古
代
の
品
種
の
特
性
が
残
る
稲

で
、
本
町
で
は
『
紫
黒
苑
』
と
『
朝
紫
』

の
２
品
種
を
栽
培
。
食
物
繊
維
も
多
く
、

古
く
は
薬
膳
料
理
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
薬
米
の
別
名
も
あ
り
ま

す
。 

　
　

　
古
代
米
は
、
そ
の
ま
ま
食
べ
る
と
い

う
よ
り
は
白
米
に
混
ぜ
て
健
康
米
と
し

て
、
ま
た
ス
イ
ー
ツ
や
お
酒
、
う
ど
ん

な
ど
に
も
加
工
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
り

多
く
の
方
々
に
古
代
米
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
歩
天
、
ア
ロ
ハ
ナ
イ
ト
、

お
ひ
な
さ
ん
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

古
代
米
の
お
寿
司
や
お
は
ぎ
な
ど
に
加

工
し
て
売
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
、
宇
多
津
の
古
代
米
を
応
援
し
て
く

だ
さ
い
。

　
今
年
も
終
戦
記
念
日
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
昭
和
20
年
８

月
15
日
に
第
二
次
世
界
大
戦
が
終

結
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
戦
争

を
知
ら
な
い
世
代
に
戦
争
の
経
験

と
平
和
の
意
義
を
伝
え
る
た
め
、

「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す

る
日
」と
す
る
こ
と
が
閣
議
決
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
は
、
街
区
に
直
接
戦
火
を

受
け
ず
に
済
み
ま
し
た
が
、
こ
の

戦
争
の
犠
牲
者
は
、
陸
軍
、
海
軍
、

傷
痍
軍
人
、
従
軍
者
を
含
め
動
員

さ
れ
た
６
７
５
名
。
そ
れ
以
外
に

も
間
接
的
な
戦
争
犠
牲
者
が
多
数

お
り
、
町
内
に
お
い
て
推
計
不
能

と
記
録
に
あ
り
ま
す
。

　
国
民
が
平
和
の
大
切
さ
を
毎
年

学
ぶ
。
そ
ん
な
特
別
な
一
日
だ
と

考
え
ま
す
。
　 

（
井
上
　
弘
治
）

香川県宇多津町

　
毎
年
、
長
縄
手
の
耕
作
放

棄
地
を
借
用
し
、
じ
ゃ
が
い

も
を
栽
培
し
て
７
年
目
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
平
成
22
年
に

給
食
関
係
者
や
役
場
の
関
係
課
と
協
議
し
て
、
子
ど
も
た
ち

と
安
全
、
安
心
な
野
菜
を
栽
培
し
、
給
食
の
食
材
と
し
て
食

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
品
種
は

『
メ
ー
ク
イ
ン
』
で
、
こ
れ
は
給
食
セ
ン
タ
ー
の
要
望
で
す
。

植
え
付
け
直
後
に
除
草
剤
を
１
回
だ
け
散
布
し
て
い
ま
す
が
、

基
本
的
に
は
農
薬
を
使
用
し
な

い
栽
培
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
　

　
今
回
は
宇
多
津
小
学
校
５
年

生
の
３
ク
ラ
ス
が
時
間
差
で
畑

に
入
り
、
地
域
整
備
課
の
方
た

ち
の
協
力
で
、
う
ね
ご
と
に
じ

ゃ
が
い
も
を
掘
っ
て
い
き
ま
す
。

日
頃
か
ら
土
を
触
っ
て
い
な
い

子
ど
も
も
多
く
い
ま
す
が
、
移

植
ご
て
や
手
を
使
っ
て
掘
り
進

み
、
コ
ン
テ
ナ
25
個
ほ
ど
収
穫

で
き
ま
し
た
。
収
穫
し
た
じ
ゃ

が
い
も
は
す
べ
て 

給
食
セ
ン
タ

ー
に
納
入
さ
れ
、
町
内
の
幼
・

保
・
小
・
中
学
校
の
学
校
給
食

の
食
材
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。

宇多津幼稚園の子どもたちもお手伝い機械での稲刈り

「
食
育
と
農
業
」

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
西
本
　
祐
子

副
委
員
長
　
濵
中
　
保
夫

委
　  

員
　
港
　
　
一
紫

委
　  

員
　
大
黒
　
一
也

委
　  

員
　
井
上
　
弘
治

発
行
責
任
者

議
　  

長
　
大
松
喜
次
郎

み
な
さ
ま
の
声

じゃがいもの説明をする藤岡さんじゃがいもを掘る子どもたち

食育農業家
藤岡　貴さん

町政を問う（一般質問）
元気ななかま「古代米生産組合」
みなさまの声「食育と農業」

「ドッジボール」応援しょうでぇ～！
うたづっ子

16

15

16

6

ここがスゴイ、
　「古代米」

　白米と比べて、たんぱく
質、ビタミンＢ1、Ｂ6は約４
倍、Ｂ2は約６倍含まれて
います。 また、現代人に不
足しがちな鉄、カルシウム、
マグネシウムなども豊富に
含まれています。

プールは楽しいなプールは楽しいな
宇多津北小学校1年生の

プールの授業。
まずはプールサイドで

『バタ足』の練習ですが、
水を浴びて楽しそう。

宇多津北小学校1年生の
プールの授業。

まずはプールサイドで
『バタ足』の練習ですが、
水を浴びて楽しそう。

し
こ
く
え
ん

あ
さ
む
ら
さ
き
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本会議 議員の賛否
◯  賛成　×  反対　欠  欠席（議長は、賛否同数の時のみ可否を決定する）

主　な　審　議　案　件

平成28年度一般会計補正予算（第１号）

平成28年度国民健康保険補正予算（第１号）

宇多津町指定地域密着型サービス等の条例の一部改正

平成27年度一般会計繰越明許費繰越計算書

平成27年度下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書

（専決処分）宇多津町税条例の一部改正

（専決処分）固定資産評価審査委員会条例の一部改正

（専決処分）国民健康保険税条例の一部改正

　監査委員の選任同
意

議

　案

承

　認

報
告

―

―

―

―

―

―

―

―

―
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西本 濵中 柴村 宮本 大松 青木 藍川井上大黒港

定
例
会
報
告

定
例
会
報
告

議
会
報
告
会

情報セキュリティを強化

　
平
成
28
年
第
２
回
定
例
会
は
６
月
７
日
か
ら
13
日
ま
で
開
催
し
、
議
案
３
件
、
報
告
２
件
、
承
認

３
件
、
同
意
１
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
を
可
決
お
よ
び
承
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
ア
ロ
ハ
議
会
」
と
し
て
期
間
中
は
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
を
着
用
し
、
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
　
第
２
回
定
例
会

（
９
１
４
９
万
円
）

全
会
一
致
で
可
決
　

お
も
な
内
容

条
例
改
正

平
成
28
年
度
宇
多
津
町
一
般
会
計
補
正
予
算
　

（
２
億
１
７
７
１
万
円
）

全
会
一
致
で
可
決
　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
　

・
庁
舎
耐
震
等
改
修
事
業
費
（
９
０
０
０
万
円
）

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
、
ユ
ー
プ
ラ
ザ
音
響

　
改
修
、
北
小
ト
イ
レ
な
ど
を
平
成
28
年
度
に
繰

り
越
し
た
。

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例

・
宇
多
津
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
等
の
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

19
人
未
満
の
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
療
養
型
通
所

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
規
定
を
改
正
す
る
。

・
宇
多
津
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
町
た
ば
こ
税
に
関
す
る
経
過
措
置

・
宇
多
津
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例

基
礎
課
税
額
を
52
万
円
か
ら
54
万
円
に

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
を
17
万
円
か
ら
19

万
円
に

同
意

・
宇
多
津
町
監
査
委
員
の
選
任

任
期
満
了
に
と
も
な
い
、
新
し
い
監
査
委
員
に
神
﨑

優
氏
を
選
任
し
た
。

屋
上
の
防
水
シ
ー
ト
、
窓
枠
シ
ー
ル
、
渡
り
廊
下

な
ど
の
追
加
工
事

（
１
６
２
万
円
）

全
会
一
致
で
可
決
　

・
国
保
事
業
費
納
付
金
等
算
定
標
準
シ
ス
テ
ム
の

　
改
修
費

平
成
30
年
度
の
国
保
の
広
域
化
に
向
け
て
、
県
と

各
市
町
の
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
た
め
の
事
業

・
保
健
セ
ン
タ
ー
外
壁
工
事
費
（
１
４
９
万
円
）

正
面
右
の
タ
イ
ル
に
は
く
離
が
み
ら
れ
る
た
め
、
補
修

す
る
。

平
成
28
年
度
宇
多
津
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
　

パワーポイントを使っての説明

第11回議会報告会第11回議会報告会
　５月28日（土）午後、保健センターで開催
し、参加者は20名ほどでした。
　総務建設常任委員会は一般会計予算、下水道
および水道事業予算、旧町内の道路整備、新婚
世帯家賃補助制度、老朽危険空き家除去事業な
どの説明を、また教育民生常任委員会は国民健
康保険など保険関係予算、教育費予算、新小学
１年生制服などの購入費助成、文化財の補助率
の引き上げ、妊婦タクシー助成券交付などの説
明をし、質疑応答をしました。

出されたご意見・ご質問 アンケートより

・介護認定はどのようにして決められているのか。

・町として残す町家と町並み保存についての見解は。

・水族館はどうなっているのか。もっと主導的立場に。

・アートアワードの開催費用と来場者数は。

・「古街の家」の利用状況は。

・一般質問の内容や日時を早く通知できないか。

・マイクロバスを走らせてほしい。

・議員の熱意が足りない。

・活発な意見が出てよかった。

・参加者が少なすぎる。もっと多くの

　人に参加してほしい。

・フリートークの時間を増やすべきだ。

　その後、「まちづくりに満足していますか？」というテーマでフリートークを行いました。
　今回いただいた町政へのご意見や議会に対するご指摘は、今後の町政や議会の取り組みに
活かしていきます。
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・
庁
舎
耐
震
等
改
修
事
業
費
（
９
０
０
０
万
円
）

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
、
ユ
ー
プ
ラ
ザ
音
響

　
改
修
、
北
小
ト
イ
レ
な
ど
を
平
成
28
年
度
に
繰

り
越
し
た
。

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例

・
宇
多
津
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
等
の
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

19
人
未
満
の
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
療
養
型
通
所

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
規
定
を
改
正
す
る
。

・
宇
多
津
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
町
た
ば
こ
税
に
関
す
る
経
過
措
置

・
宇
多
津
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例

基
礎
課
税
額
を
52
万
円
か
ら
54
万
円
に

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
を
17
万
円
か
ら
19

万
円
に

同
意

・
宇
多
津
町
監
査
委
員
の
選
任

任
期
満
了
に
と
も
な
い
、
新
し
い
監
査
委
員
に
神
﨑

優
氏
を
選
任
し
た
。

屋
上
の
防
水
シ
ー
ト
、
窓
枠
シ
ー
ル
、
渡
り
廊
下

な
ど
の
追
加
工
事

（
１
６
２
万
円
）

全
会
一
致
で
可
決
　

・
国
保
事
業
費
納
付
金
等
算
定
標
準
シ
ス
テ
ム
の

　
改
修
費

平
成
30
年
度
の
国
保
の
広
域
化
に
向
け
て
、
県
と

各
市
町
の
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
た
め
の
事
業

・
保
健
セ
ン
タ
ー
外
壁
工
事
費
（
１
４
９
万
円
）

正
面
右
の
タ
イ
ル
に
は
く
離
が
み
ら
れ
る
た
め
、
補
修

す
る
。

平
成
28
年
度
宇
多
津
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
　

パワーポイントを使っての説明

第11回議会報告会第11回議会報告会
　５月28日（土）午後、保健センターで開催
し、参加者は20名ほどでした。
　総務建設常任委員会は一般会計予算、下水道
および水道事業予算、旧町内の道路整備、新婚
世帯家賃補助制度、老朽危険空き家除去事業な
どの説明を、また教育民生常任委員会は国民健
康保険など保険関係予算、教育費予算、新小学
１年生制服などの購入費助成、文化財の補助率
の引き上げ、妊婦タクシー助成券交付などの説
明をし、質疑応答をしました。

出されたご意見・ご質問 アンケートより

・介護認定はどのようにして決められているのか。

・町として残す町家と町並み保存についての見解は。

・水族館はどうなっているのか。もっと主導的立場に。

・アートアワードの開催費用と来場者数は。

・「古街の家」の利用状況は。

・一般質問の内容や日時を早く通知できないか。

・マイクロバスを走らせてほしい。

・議員の熱意が足りない。

・活発な意見が出てよかった。

・参加者が少なすぎる。もっと多くの

　人に参加してほしい。

・フリートークの時間を増やすべきだ。

　その後、「まちづくりに満足していますか？」というテーマでフリートークを行いました。
　今回いただいた町政へのご意見や議会に対するご指摘は、今後の町政や議会の取り組みに
活かしていきます。
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告
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報
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「平成相聞歌」に子どもたちも参加町政を問う
創業と事業継承を応援

平成相聞歌事業

生涯学習課

総務建設・教育民生常任委員会総務建設常任委員会

教育民生常任委員会

・新中学1年生の入学時の助成を
・宇多津町のPRを

・「若者議会」でまちづくり政策へ
　の参画を
・自主防災組織のレベルアップを

・被災者支援システムの導入
・薬物乱用防止教育

・税収から見た本町の状況は
・未収金の増加と徴収率の低下
・トップランナー方式の取り組み

・議会に監査事務局を
・「子ども食堂」の開設を急げ
・町内公園のトイレの改修を

・プレミアム付き商品券の使用可能
　店拡大
・臨海公園にドッグラン施設の設置を

・災害時の業務継続計画の策定は
・認知症行方不明者の対応は

・鍋谷７号線供用開始の可否
・事業評価でのフルコスト情報の開示

・熊本地震を踏まえての地域防災対応策は
・運転免許返納者などへの交通手段は

（一般質問の件名）

西本　祐子

濵中　保夫

柴村　賢三

宮本　　隆

青木　義勝

藍川佳津樹

大黒　一也

井上　弘治

港　　一紫

Q 　平成相聞歌の事業は今年度10周年
を迎えるが、記念事業はあるのか。

A 　今年度は地方交付税加速化交付金
と繰越金を使って、幼・保・小学生
からも作品を募集することを計画し
ている。

町内の橋梁点検

地域整備課

Q 　橋梁の点検業務では、町内すべての
橋梁で実施されるのか。

A 　長さ２メートル以上の橋29か所、
そのうち15メートル以上の５か所が
未点検。県からは７月末までに点検
を完了するとの報告を受けている。

保健センター外壁工事

健康増進課

保健福祉課

Q 　保健センターの外壁にはく離があり
補修工事が予定されている。その期間
に保健センターの利用は可能か。

A 　８月上旬に工事を予定している。
期間中、センターの利用には問題が
ないよう取り組んでいる。

自家発電の軽油タンク

地域整備課

Q 　庁舎改修工事（追加工事）で庁舎
自家発電のタンクを重油から軽油に
変更する理由は。

A 　災害時には重油は入手が難しい。
そのようなことも考慮し、入手しや
すい軽油のタンクに変更した。 

川東雨水ポンプ工事の入札

水道課

Q 　川東雨水ポンプ場の長寿命化対策
工事の入札は２度の不調に終わって
いる。日本下水道事業団の責任にお
いての発注だが、本町の対応は。

A 　ある事業所と日本下水道事業団、本
町で折衝中である。予算での協議を進
めている。　

指定地域密着型サービス
Q 　町内で該当する施設はあるのか。
また、このサービスに移行する施設
はあるのか。

A 　グループホームに加えて19人未満
の通所介護型、療養通所型サービス
が加わった。新たに加わるサービス
で、現在町内に該当する施設はない。

体育館の面影が残る氷見市役所

君津市での研修のようす

　富山県氷見市は、廃校になった高校の校舎
と体育館を庁舎としてリノベーションしているこ
とで有名ですが、今回は商工業活性化の取り組
みをご紹介します。
　商工会議所からの要望もあり、新規創業や
新分野への進出を応援するために、小規模企
業団地「ベンチャースペース氷見」を開設してい
ます。工業棟と事務所棟があり、広さなどにより
月４万円から貸し出し、すでに複数業者がこの
施設を巣立ち、市内で活躍しています。今後は
事務所棟のコワーキングスペース貸し出しなど、
企業同士の連携も視野に入れています。また、
継承が困難な事業者と新規参入したい人のマ
ッチングも行うなど、今までのノウハウが活かさ
れるような事業継承の取り組みも行っています。

　千葉県君津市では、徘徊高齢者などを早期に発見・保護す
るために、ファクシミリなどのネットワークを利用して市民から
の情報提供を呼び掛けています。また市民を対象に、認知症
サポーター養成講座を開催し、徘徊高齢者を発見した際の声
かけの仕方や警察への通報の訓練も実施しています。このよう

研修報告

に市民の理解と協力を得て、効果的な徘徊高齢者の発見につなげています。さらに介護予防の取り組
みとして、専門指導員を派遣して一人ひとりの体力に合わせた運動を集会施設で実施しています。そこ
では「他人と比べたりするのではなく自分に合った運動をゆっくりのんびり続けて、今できることが５年
後にもできるように」という健康づくりをしていました。

市民を巻き込んだ徘徊高齢者の発見
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問

問

問

亀
井
副
町
長

松
井
地
域
整
備
課
長

浅
野
ま
ち
づ
く
り
課
長

和
田
学
校
教
育
課
長

谷
川
町
長

谷
川
町
長

一
般
質
問

一
般
質
問

濵中　保夫　議員柴村　賢三　議員

　
　
児
童
も
学
生
も
入
学
時

に
た
く
さ
ん
の
学
用
品
を
購

入
す
る
。
今
年
４
月
、
町
内

の
新
１
年
生
に
対
し
て
制
服

な
ど
の
購
入
費
を
支
給
し
た

が
、
町
外
の
学
校
に
通
学
す

る
新
１
年
生
の
対
応
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。
子
育
て

支
援
の
充
実
と
地
域
振
興
を

図
る
目
的
で
町
内
で
の
購
入

を
勧
め
て
い
る
。
子
育
て
の

さ
ら
な
る
支
援
策
と
し
て
新

中
学
１
年
生
に
も
学
用
品
な

ど
の
購
入
費
の
支
給
は
可
能

か
。

　
　
　
　
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

は
買
い
物
、
通
院
に
２
、
３

回
の
往
復
で
終
了
す
る
。
循

環
バ
ス
を
導
入
し
、
人
の
交

流
を
活
性
化
し
、
福
祉
タ
ク

シ
ー
方
針
を
改
革
し
な
い
と

社
会
保
障
の
改
善
は
は
か
れ

な
い
の
で
は
。

　
　
震
災
後
の
対
応
策
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
指
定
避
難
所
の

損
壊
と
再
移
動
、
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
不
備
、
車
内
で

の
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
受
け
入

れ
態
勢
の
遅
れ
、
り
災
証
明
書

発
行
の
遅
れ
な
ど
過
去
の
自
然

災
害
の
教
訓
が
生
か
さ
れ
て
い

な
い
。
指
定
避
難
所
な
ど
の
再

点
検
、
対
応
策
を
前
も
っ
て
計

画
し
て
お
く
べ
き
。

　
自
然
災
害
に
対
す
る
防
災
計

画
の
見
直
し
、
被
災
後
の
対
応

策
は
。

　
　
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ

る
交
通
事
故
が
相
次
い
で
お
り
、

改
正
道
路
交
通
法
で
75
歳
以
上

の
運
転
者
に
は
、
認
知
機
能
検

査
な
ど
で
事
故
防
止
策
が
は
か

ら
れ
て
い
る
。
運
転
免
許
を
自

主
返
納
し
た
い
が
町
内
に
は
移

動
手
段
が
な
い
た
め
、
車
が
な

け
れ
ば
日
常
生
活
に
困
る
こ
と

が
多
く
あ
る
。
他
の
自
治
体
で

は
バ
ス
の
運
行
や
タ
ク
シ
ー
の

利
用
運
賃
を
補
助
し
て
い
る
。

住
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
移

動
手
段
の
方
策
は
。

　
　
　
　
　
　
　 

　
新
入
生

の
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
町

内
の
小
学
校
に
限
定
し
て
い

る
。
こ
れ
は
こ
の
事
業
の
目

的
が
、
子
育
て
支
援
の
充
実

と
地
域
振
興
を
図
る
こ
と
に

あ
る
。
新
中
学
１
年
生
に
つ

い
て
は
財
源
の
問
題
も
あ
り
、

経
済
的
理
由
で
就
学
困
難
と

認
め
ら
れ
る
児
童
・
生
徒
の

保
護
者
に
対
し
て
は
、
す
で

に
就
学
支
援
制
度
も
あ
る
。

今
後
皆
さ
ん
の
意
見
な
ど
を

聞
き
、
現
制
度
の
見
直
し
、

充
実
を
は
か
る
。

熊本地震を踏まえての
地域防災対応策は

新
中
学
１
年
生
の

入
学
時
の
助
成
を

皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
、充
実
を
は
か
る

　
　
　
　
　
　
　

  

／
学
校
教
育
課
長

運
転
免
許
返
納
者
な
ど
へ
の

交
通
手
段
は

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
配
布
し
て
い
る
／
町
長

行政の業務継続計画を策定し、
　　地域と連携する／副町長

問

　
　
　
　
　
　
町
や
町
観
光
協

会
が
作
成
し
た
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

は
現
在
な
い
。
町
と
し
て
も
こ

の
状
況
を
把
握
、
認
識
を
す
る

中
で
町
観
光
協
会
の
事
業
と
し

て
飲
食
店
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
な
ど

を
作
成
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
内
を
周
る
自
転
車
コ
ー
ス
の

作
成
に
つ
い
て
は
、
周
遊
性
拡

大
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
、

町
内
に
限
ら
ず
隣
市
な
ど
の
観

光
ル
ー
ト
も
可
能
に
な
る
の
で
、

本
町
が
観
光
周
遊
拠
点
に
な
る

よ
う
に
取
り
組
む
。

　
　
宇
多
津
町
の
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
少
な
い
。
宇
多
津
町

に
食
事
に
行
く
と
言
わ
れ
る
が
、

ど
こ
で
何
を
食
べ
て
い
る
の
か

わ
か
ら
な
い
。
近
隣
住
民
や
観

光
客
の
人
達
に
わ
か
り
や
す
い

マ
ッ
プ
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど

の
作
成
は
可
能
か
。
ま
た
今
年

電
動
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
10
台

購
入
す
る
た
め
、
自
転
車
で
回

る
コ
ー
ス
の
作
成
な
ど
も
考
え

ら
れ
る
。
ぜ
ひ
ク
チ
コ
ミ
と
Ｐ

Ｒ
を
。

宇多津町のＰＲを

本町が観光周遊拠点に
　　なるように取り組む／町長

　
　
　
　
　
　
町
地
域
防
災

計
画
の
地
震
対
応
編
に
基
づ

い
た
対
応
を
基
本
と
し
て
自

助
・
共
助
・
公
助
が
一
体
で

取
り
組
む
。
避
難
場
所
の
天

井
落
下
防
止
策
、
点
検
も
実

施
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

受
け
入
れ
は
社
会
福
祉
協
議

会
で
開
設
。
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
課
題
な
ど
を
踏

ま
え
て
作
成
に
取
り
組
む
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
分
館
の
耐

震
化
も
年
次
計
画
で
整
備
し

て
い
る
。
ま
た
、
行
政
組
織

の
業
務
継
続
計
画
を
策
定
し
、

地
域
連
携
も
進
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
仮
設
住

宅
用
地
と
し
て
中
央
公
園
と

小
学
校
運
動
場
を
指
定
し
、

新
都
市
の
民
間
ア
パ
ー
ト
の

一
部
を
仮
設
住
宅
代
わ
り
と

い
う
方
向
で
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
型
バ

ス
で
も
道
幅
が
狭
く
停
車
場
所

の
確
保
が
難
し
い
上
、
相
当
な

コ
ス
ト
が
発
生
す
る
。
丸
亀
市

が
運
用
し
て
い
る
バ
ス
が
あ
る

の
で
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
現
在
、
福
祉
タ

ク
シ
ー
助
成
事
業
と
し
て
タ
ク

シ
ー
券
を
配
布
し
て
い
る
。経
緯

と
し
て
、
当
時
の
路
線
バ
ス
が

廃
止
に
な
り
、
自
治
体
に
バ
ス

運
行
の
要
請
が
あ
っ
た
が
高
額

小学校女子の制服

町の観光パンフレット

で
あ
っ
た
た
め
町
と
し
て
断
っ

た
。

　
交
通
弱
者
を
救
済
す
る
と
と

も
に
運
転
免
許
返
納
者
に
も
条

件
を
拡
大
し
て
い
る
。
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問

問

問

亀
井
副
町
長

松
井
地
域
整
備
課
長

浅
野
ま
ち
づ
く
り
課
長

和
田
学
校
教
育
課
長

谷
川
町
長

谷
川
町
長

一
般
質
問

一
般
質
問

濵中　保夫　議員柴村　賢三　議員

　
　
児
童
も
学
生
も
入
学
時

に
た
く
さ
ん
の
学
用
品
を
購

入
す
る
。
今
年
４
月
、
町
内

の
新
１
年
生
に
対
し
て
制
服

な
ど
の
購
入
費
を
支
給
し
た

が
、
町
外
の
学
校
に
通
学
す

る
新
１
年
生
の
対
応
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。
子
育
て

支
援
の
充
実
と
地
域
振
興
を

図
る
目
的
で
町
内
で
の
購
入

を
勧
め
て
い
る
。
子
育
て
の

さ
ら
な
る
支
援
策
と
し
て
新

中
学
１
年
生
に
も
学
用
品
な

ど
の
購
入
費
の
支
給
は
可
能

か
。

　
　
　
　
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

は
買
い
物
、
通
院
に
２
、
３

回
の
往
復
で
終
了
す
る
。
循

環
バ
ス
を
導
入
し
、
人
の
交

流
を
活
性
化
し
、
福
祉
タ
ク

シ
ー
方
針
を
改
革
し
な
い
と

社
会
保
障
の
改
善
は
は
か
れ

な
い
の
で
は
。

　
　
震
災
後
の
対
応
策
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
指
定
避
難
所
の

損
壊
と
再
移
動
、
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
不
備
、
車
内
で

の
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
受
け
入

れ
態
勢
の
遅
れ
、
り
災
証
明
書

発
行
の
遅
れ
な
ど
過
去
の
自
然

災
害
の
教
訓
が
生
か
さ
れ
て
い

な
い
。
指
定
避
難
所
な
ど
の
再

点
検
、
対
応
策
を
前
も
っ
て
計

画
し
て
お
く
べ
き
。

　
自
然
災
害
に
対
す
る
防
災
計

画
の
見
直
し
、
被
災
後
の
対
応

策
は
。

　
　
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ

る
交
通
事
故
が
相
次
い
で
お
り
、

改
正
道
路
交
通
法
で
75
歳
以
上

の
運
転
者
に
は
、
認
知
機
能
検

査
な
ど
で
事
故
防
止
策
が
は
か

ら
れ
て
い
る
。
運
転
免
許
を
自

主
返
納
し
た
い
が
町
内
に
は
移

動
手
段
が
な
い
た
め
、
車
が
な

け
れ
ば
日
常
生
活
に
困
る
こ
と

が
多
く
あ
る
。
他
の
自
治
体
で

は
バ
ス
の
運
行
や
タ
ク
シ
ー
の

利
用
運
賃
を
補
助
し
て
い
る
。

住
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
移

動
手
段
の
方
策
は
。

　
　
　
　
　
　
　 

　
新
入
生

の
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
町

内
の
小
学
校
に
限
定
し
て
い

る
。
こ
れ
は
こ
の
事
業
の
目

的
が
、
子
育
て
支
援
の
充
実

と
地
域
振
興
を
図
る
こ
と
に

あ
る
。
新
中
学
１
年
生
に
つ

い
て
は
財
源
の
問
題
も
あ
り
、

経
済
的
理
由
で
就
学
困
難
と

認
め
ら
れ
る
児
童
・
生
徒
の

保
護
者
に
対
し
て
は
、
す
で

に
就
学
支
援
制
度
も
あ
る
。

今
後
皆
さ
ん
の
意
見
な
ど
を

聞
き
、
現
制
度
の
見
直
し
、

充
実
を
は
か
る
。

熊本地震を踏まえての
地域防災対応策は

新
中
学
１
年
生
の

入
学
時
の
助
成
を

皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
、充
実
を
は
か
る

　
　
　
　
　
　
　

  

／
学
校
教
育
課
長

運
転
免
許
返
納
者
な
ど
へ
の

交
通
手
段
は

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
配
布
し
て
い
る
／
町
長

行政の業務継続計画を策定し、
　　地域と連携する／副町長

問

　
　
　
　
　
　
町
や
町
観
光
協

会
が
作
成
し
た
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

は
現
在
な
い
。
町
と
し
て
も
こ

の
状
況
を
把
握
、
認
識
を
す
る

中
で
町
観
光
協
会
の
事
業
と
し

て
飲
食
店
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
な
ど

を
作
成
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
内
を
周
る
自
転
車
コ
ー
ス
の

作
成
に
つ
い
て
は
、
周
遊
性
拡

大
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
、

町
内
に
限
ら
ず
隣
市
な
ど
の
観

光
ル
ー
ト
も
可
能
に
な
る
の
で
、

本
町
が
観
光
周
遊
拠
点
に
な
る

よ
う
に
取
り
組
む
。

　
　
宇
多
津
町
の
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
少
な
い
。
宇
多
津
町

に
食
事
に
行
く
と
言
わ
れ
る
が
、

ど
こ
で
何
を
食
べ
て
い
る
の
か

わ
か
ら
な
い
。
近
隣
住
民
や
観

光
客
の
人
達
に
わ
か
り
や
す
い

マ
ッ
プ
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど

の
作
成
は
可
能
か
。
ま
た
今
年

電
動
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
10
台

購
入
す
る
た
め
、
自
転
車
で
回

る
コ
ー
ス
の
作
成
な
ど
も
考
え

ら
れ
る
。
ぜ
ひ
ク
チ
コ
ミ
と
Ｐ

Ｒ
を
。

宇多津町のＰＲを

本町が観光周遊拠点に
　　なるように取り組む／町長

　
　
　
　
　
　
町
地
域
防
災

計
画
の
地
震
対
応
編
に
基
づ

い
た
対
応
を
基
本
と
し
て
自

助
・
共
助
・
公
助
が
一
体
で

取
り
組
む
。
避
難
場
所
の
天

井
落
下
防
止
策
、
点
検
も
実

施
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

受
け
入
れ
は
社
会
福
祉
協
議

会
で
開
設
。
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
課
題
な
ど
を
踏

ま
え
て
作
成
に
取
り
組
む
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
分
館
の
耐

震
化
も
年
次
計
画
で
整
備
し

て
い
る
。
ま
た
、
行
政
組
織

の
業
務
継
続
計
画
を
策
定
し
、

地
域
連
携
も
進
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
仮
設
住

宅
用
地
と
し
て
中
央
公
園
と

小
学
校
運
動
場
を
指
定
し
、

新
都
市
の
民
間
ア
パ
ー
ト
の

一
部
を
仮
設
住
宅
代
わ
り
と

い
う
方
向
で
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
型
バ

ス
で
も
道
幅
が
狭
く
停
車
場
所

の
確
保
が
難
し
い
上
、
相
当
な

コ
ス
ト
が
発
生
す
る
。
丸
亀
市

が
運
用
し
て
い
る
バ
ス
が
あ
る

の
で
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
現
在
、
福
祉
タ

ク
シ
ー
助
成
事
業
と
し
て
タ
ク

シ
ー
券
を
配
布
し
て
い
る
。経
緯

と
し
て
、
当
時
の
路
線
バ
ス
が

廃
止
に
な
り
、
自
治
体
に
バ
ス

運
行
の
要
請
が
あ
っ
た
が
高
額

小学校女子の制服

町の観光パンフレット

で
あ
っ
た
た
め
町
と
し
て
断
っ

た
。

　
交
通
弱
者
を
救
済
す
る
と
と

も
に
運
転
免
許
返
納
者
に
も
条

件
を
拡
大
し
て
い
る
。
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問

問

問

山
下
総
務
課
長

再
質
問

再
質
問

木
下
危
機
管
理
課
長

木
下
危
機
管
理
課
長

木
下
危
機
管
理
課
長

高
瀬
保
健
福
祉
課
長

高
瀬
保
健
福
祉
課
長

一
般
質
問

一
般
質
問

山
下
総
務
課
長

宮本　隆　議員青木　義勝　議員

　
　
熊
本
大
分
両
県
の
地
震

で
は
、
行
政
の
庁
舎
な
ど
も

相
次
い
で
被
害
を
受
け
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
な

い
事
態
が
発
生
し
た
。

　
本
町
で
も
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
行
政
自
ら
が
被
災

し
、
人
・
物
・
情
報
な
ど
利

用
で
き
る
資
源
に
制
約
が
あ

る
状
況
下
に
お
い
て
、
業
務

の
執
行
体
制
や
対
応
手
順
、

継
続
に
必
要
な
資
源
の
確
保

な
ど
を
定
め
る
業
務
継
続
計

画
の
策
定
状
況
は
。

　
　
　
　
若
者
が
政
治
に
か

か
わ
る
こ
と
で
社
会
に
お
け

る
影
響
力
を
実
感
で
き
る
よ

う
な
「
若
者
会
議
」
や
「
若

者
議
会
」
が
全
国
で
展
開
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
本
町

の
未
来
を
担
う
若
者
の
感
性

を
ま
ち
づ
く
り
に
。

　
　
夏
の
参
議
院
選
挙
よ
り
18

歳
選
挙
権
が
実
施
。
20
代
の
投

票
率
は
60
代
の
半
分
以
下
。
本

町
を
含
め
全
国
的
に
若
者
の
政

治
離
れ
が
危
惧
さ
れ
る
。
少
子

高
齢
化
の
社
会
に
あ
っ
て
、
若

者
の
政
治
的
影
響
力
の
低
下
は

社
会
の
沈
滞
化
に
つ
な
が
る
。

投
票
率
を
高
め
る
た
め
に
も
、

量
販
店
で
の
投
票
や
期
日
前
投

票
の
宣
誓
書
を
入
場
ハ
ガ
キ
の

裏
面
に
印
刷
す
る
な
ど
、
投
票

し
や
す
い
配
慮
が
求
め
ら
れ
る

が
。

　
　
熊
本
地
震
で
は
「
自
主
防

災
組
織
に
課
題
」
と
報
道
さ
れ

た
。
要
因
は
「
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
と
高
齢
化
」
。
度
重
な
る
大

き
な
揺
れ
は
自
分
の
身
を
守
る

の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
助
け
合
い

の
難
し
さ
が
指
摘
さ
れ
た
。

　
本
町
も
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
や
資
機
材
の
充
実
を
は
か

り
、
組
織
の
役
割
と
知
識
の
向

上
な
ど
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
へ
の

目
標
や
震
災
関
連
死
な
ど
、
被

災
後
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
も
検

討
す
べ
き
だ
が
。

　
　
　
　
　
　
　 

　
県
で
は

香
川
県
市
町
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
支

援
事
業
に
基
づ
き
、
県
内
市

町
を
東
西
２
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
割
し
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
に

お
い
て
地
理
的
条
件
を
踏
ま

え
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
実
効
性
確
保

や
市
町
間
の
総
合
応
援
体
制

の
構
築
を
検
討
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
本
年
度
は
１
市
３

町
、
平
成
29
年
度
は
本
町
含

め
４
町
が
作
成
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
本
町
の
実
情

に
合
っ
た
実
効
性
の
あ
る
計

画
を
作
成
し
て
い
き
た
い
。

「若者議会」で
まちづくり政策への参画を

災
害
時
の
業
務
継
続
計
画
の

策
定
は

本
町
の
実
情
に
合
っ
た

実
効
性
の
あ
る
計
画
に
す
る
／
危
機
管
理
課
長

自
主
防
災
組
織
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　／
危
機
管
理
課
長

様々な場面で若者が参画できる
　　　機会を考える／総務課長

問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
25

年
４
月
よ
り
14
社
と
協
定
を
結

び
、
ふ
れ
あ
い
見
守
り
活
動
を

実
施
し
高
齢
者
な
ど
の
異
変
を

速
や
か
に
発
見
す
る
安
否
確
認

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
27
年
度

か
ら
は
事
業
を
拡
大
し
、
認
知

症
高
齢
者
の
徘
徊
な
ど
に
つ
い

て
も
発
見
や
異
変
に
気
付
い
た

ら
通
報
す
る
体
制
を
整
え
て
い

る
。ま
た
今
年
か
ら
認
知
症
高

齢
者
等
つ
な
が
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
を
実
施
し
、
心
配
の
あ

る
高
齢
者
を
事
前
登
録
の
上
、

関
係
機
関
と
協
力
し
早
期
発
見

に
つ
な
が
る
仕
組
み
を
作
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
衣
類
に

名
札
な
ど
を
付
け
、
衣
類
の
ど

こ
か
を
見
れ
ば
そ
の
方
の
身
元

や
連
絡
先
を
記
入
し
て
あ
る
よ

う
な
も
の
を
業
者
か
ら
提
案
い

た
だ
い
て
い
る
。

　
　
認
知
症
に
よ
る
徘
徊
で
行

方
不
明
に
な
っ
た
人
は
、
２
０

１
４
年
に
全
国
で
１
万
７
８
３

人
と
２
年
連
続
で
１
万
人
を
超

え
た
。
所
在
確
認
ま
で
の
期
間

は
届
け
出
を
受
け
た
当
日
が
66

％
、
２
日
〜
７
日
間
が
98
％
と

大
半
が
１
週
間
以
内
に
確
認
さ

れ
て
い
る
が
、
認
知
症
の
高
齢

者
は
２
０
２
５
年
に
は
７
０
０

万
人
に
達
す
る
。
　
　

　
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、

早
期
発
見
の
仕
組
み
が
課
題
だ

が
、
本
町
の
対
応
は
。

認知症行方不明者の
対応は
見守り活動やつながりネットワーク
　　を実施／保健福祉課長

　
　
　
　
　
　
　
期
日
前
投

票
の
宣
誓
書
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
坂
出
市
が
実
施
。
今

回
か
ら
高
松
市
・
観
音
寺
市

・
三
豊
市
・
さ
ぬ
き
市
・
小

豆
島
町
が
入
場
券
に
印
刷
ま

た
は
入
場
券
と
と
も
に
宣
誓

書
の
送
付
を
開
始
。
今
後
、

選
挙
人
の
利
便
性
や
簡
素
化

も
検
討
し
た
い
。
高
松
イ
オ

ン
や
香
川
大
学
で
も
投
票
し

て
い
る
が
、
量
販
店
で
の
実

施
は
シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
多

額
の
諸
経
費
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
若
者
の
政

策
形
成
過
程
へ
の
参
画
は
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

先
進
地
で
は
、
若
者
条
例
や

若
者
議
会
条
例
が
施
行
さ
れ

て
い
る
。
若
者
の
町
政
へ
の

参
画
は
、
未
来
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
大
き
な
推
進
力
で
あ

る
、
様
々
な
場
面
で
若
者
が

参
画
で
き
る
機
会
を
考
え
た

い
。

　
　
　
　
分
か
る
範
囲
内
で
、

今
後
の
策
定
の
準
備
や
具
体

的
な
内
容
計
画
は
。

　
　
　
　
第
三
者
的
な
通
行

人
な
ど
が
発
見
す
る
割
合
が

多
い
。
行
方
不
明
者
か
ど
う

か
の
見
極
め
が
難
し
い
が
そ

の
対
策
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
各
市
町

と
の
検
討
会
を
行
い
、
基
本

的
事
項
、
共
通
事
項
、
個
別

事
項
の
３
つ
の
事
項
に
分
け

て
今
後
検
討
し
作
成
を
進
め

て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
町
の

自
主
防
災
は
46
組
織
で
、
こ
こ

３
年
間
で
12
組
織
が
結
成
さ
れ

た
。ご
指
摘
の
と
お
り
、
災
害

発
生
時
に
機
能
し
な
い
組
織
で

は
何
も
な
ら
な
い
た
め
、
訓
練

や
研
修
を
通
し
て
防
災
リ
ー
ダ

ー
の
育
成
に
力
を
入
れ
、
住
民

の
危
機
管
理
意
識
な
ど
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
。
資
機
材

の
充
実
の
た
め
、
限
度
額
内
で

１
２
補
助
を
実
施
。
被
災
後
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
県
と
の
協
議
で

検
討
し
た
い
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ

＝

業
務
継
続
計
画
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再
質
問

宇多津町議会だより No.60宇多津町議会だより No.60

問

問

問

山
下
総
務
課
長

再
質
問

再
質
問

木
下
危
機
管
理
課
長

木
下
危
機
管
理
課
長

木
下
危
機
管
理
課
長

高
瀬
保
健
福
祉
課
長

高
瀬
保
健
福
祉
課
長

一
般
質
問

一
般
質
問

山
下
総
務
課
長

宮本　隆　議員青木　義勝　議員

　
　
熊
本
大
分
両
県
の
地
震

で
は
、
行
政
の
庁
舎
な
ど
も

相
次
い
で
被
害
を
受
け
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
な

い
事
態
が
発
生
し
た
。

　
本
町
で
も
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
行
政
自
ら
が
被
災

し
、
人
・
物
・
情
報
な
ど
利

用
で
き
る
資
源
に
制
約
が
あ

る
状
況
下
に
お
い
て
、
業
務

の
執
行
体
制
や
対
応
手
順
、

継
続
に
必
要
な
資
源
の
確
保

な
ど
を
定
め
る
業
務
継
続
計

画
の
策
定
状
況
は
。

　
　
　
　
若
者
が
政
治
に
か

か
わ
る
こ
と
で
社
会
に
お
け

る
影
響
力
を
実
感
で
き
る
よ

う
な
「
若
者
会
議
」
や
「
若

者
議
会
」
が
全
国
で
展
開
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
本
町

の
未
来
を
担
う
若
者
の
感
性

を
ま
ち
づ
く
り
に
。

　
　
夏
の
参
議
院
選
挙
よ
り
18

歳
選
挙
権
が
実
施
。
20
代
の
投

票
率
は
60
代
の
半
分
以
下
。
本

町
を
含
め
全
国
的
に
若
者
の
政

治
離
れ
が
危
惧
さ
れ
る
。
少
子

高
齢
化
の
社
会
に
あ
っ
て
、
若

者
の
政
治
的
影
響
力
の
低
下
は

社
会
の
沈
滞
化
に
つ
な
が
る
。

投
票
率
を
高
め
る
た
め
に
も
、

量
販
店
で
の
投
票
や
期
日
前
投

票
の
宣
誓
書
を
入
場
ハ
ガ
キ
の

裏
面
に
印
刷
す
る
な
ど
、
投
票

し
や
す
い
配
慮
が
求
め
ら
れ
る

が
。

　
　
熊
本
地
震
で
は
「
自
主
防

災
組
織
に
課
題
」
と
報
道
さ
れ

た
。
要
因
は
「
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
と
高
齢
化
」
。
度
重
な
る
大

き
な
揺
れ
は
自
分
の
身
を
守
る

の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
助
け
合
い

の
難
し
さ
が
指
摘
さ
れ
た
。

　
本
町
も
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
や
資
機
材
の
充
実
を
は
か

り
、
組
織
の
役
割
と
知
識
の
向

上
な
ど
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
へ
の

目
標
や
震
災
関
連
死
な
ど
、
被

災
後
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
も
検

討
す
べ
き
だ
が
。

　
　
　
　
　
　
　 

　
県
で
は

香
川
県
市
町
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
支

援
事
業
に
基
づ
き
、
県
内
市

町
を
東
西
２
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
割
し
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
に

お
い
て
地
理
的
条
件
を
踏
ま

え
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
実
効
性
確
保

や
市
町
間
の
総
合
応
援
体
制

の
構
築
を
検
討
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
本
年
度
は
１
市
３

町
、
平
成
29
年
度
は
本
町
含

め
４
町
が
作
成
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
本
町
の
実
情

に
合
っ
た
実
効
性
の
あ
る
計

画
を
作
成
し
て
い
き
た
い
。

「若者議会」で
まちづくり政策への参画を

災
害
時
の
業
務
継
続
計
画
の

策
定
は

本
町
の
実
情
に
合
っ
た

実
効
性
の
あ
る
計
画
に
す
る
／
危
機
管
理
課
長

自
主
防
災
組
織
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　／
危
機
管
理
課
長

様々な場面で若者が参画できる
　　　機会を考える／総務課長

問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
25

年
４
月
よ
り
14
社
と
協
定
を
結

び
、
ふ
れ
あ
い
見
守
り
活
動
を

実
施
し
高
齢
者
な
ど
の
異
変
を

速
や
か
に
発
見
す
る
安
否
確
認

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
27
年
度

か
ら
は
事
業
を
拡
大
し
、
認
知

症
高
齢
者
の
徘
徊
な
ど
に
つ
い

て
も
発
見
や
異
変
に
気
付
い
た

ら
通
報
す
る
体
制
を
整
え
て
い

る
。ま
た
今
年
か
ら
認
知
症
高

齢
者
等
つ
な
が
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
を
実
施
し
、
心
配
の
あ

る
高
齢
者
を
事
前
登
録
の
上
、

関
係
機
関
と
協
力
し
早
期
発
見

に
つ
な
が
る
仕
組
み
を
作
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
衣
類
に

名
札
な
ど
を
付
け
、
衣
類
の
ど

こ
か
を
見
れ
ば
そ
の
方
の
身
元

や
連
絡
先
を
記
入
し
て
あ
る
よ

う
な
も
の
を
業
者
か
ら
提
案
い

た
だ
い
て
い
る
。

　
　
認
知
症
に
よ
る
徘
徊
で
行

方
不
明
に
な
っ
た
人
は
、
２
０

１
４
年
に
全
国
で
１
万
７
８
３

人
と
２
年
連
続
で
１
万
人
を
超

え
た
。
所
在
確
認
ま
で
の
期
間

は
届
け
出
を
受
け
た
当
日
が
66

％
、
２
日
〜
７
日
間
が
98
％
と

大
半
が
１
週
間
以
内
に
確
認
さ

れ
て
い
る
が
、
認
知
症
の
高
齢

者
は
２
０
２
５
年
に
は
７
０
０

万
人
に
達
す
る
。
　
　

　
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、

早
期
発
見
の
仕
組
み
が
課
題
だ

が
、
本
町
の
対
応
は
。

認知症行方不明者の
対応は
見守り活動やつながりネットワーク
　　を実施／保健福祉課長

　
　
　
　
　
　
　
期
日
前
投

票
の
宣
誓
書
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
坂
出
市
が
実
施
。
今

回
か
ら
高
松
市
・
観
音
寺
市

・
三
豊
市
・
さ
ぬ
き
市
・
小

豆
島
町
が
入
場
券
に
印
刷
ま

た
は
入
場
券
と
と
も
に
宣
誓

書
の
送
付
を
開
始
。
今
後
、

選
挙
人
の
利
便
性
や
簡
素
化

も
検
討
し
た
い
。
高
松
イ
オ

ン
や
香
川
大
学
で
も
投
票
し

て
い
る
が
、
量
販
店
で
の
実

施
は
シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
多

額
の
諸
経
費
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
若
者
の
政

策
形
成
過
程
へ
の
参
画
は
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

先
進
地
で
は
、
若
者
条
例
や

若
者
議
会
条
例
が
施
行
さ
れ

て
い
る
。
若
者
の
町
政
へ
の

参
画
は
、
未
来
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
大
き
な
推
進
力
で
あ

る
、
様
々
な
場
面
で
若
者
が

参
画
で
き
る
機
会
を
考
え
た

い
。

　
　
　
　
分
か
る
範
囲
内
で
、

今
後
の
策
定
の
準
備
や
具
体

的
な
内
容
計
画
は
。

　
　
　
　
第
三
者
的
な
通
行

人
な
ど
が
発
見
す
る
割
合
が

多
い
。
行
方
不
明
者
か
ど
う

か
の
見
極
め
が
難
し
い
が
そ

の
対
策
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
各
市
町

と
の
検
討
会
を
行
い
、
基
本

的
事
項
、
共
通
事
項
、
個
別

事
項
の
３
つ
の
事
項
に
分
け

て
今
後
検
討
し
作
成
を
進
め

て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
町
の

自
主
防
災
は
46
組
織
で
、
こ
こ

３
年
間
で
12
組
織
が
結
成
さ
れ

た
。ご
指
摘
の
と
お
り
、
災
害

発
生
時
に
機
能
し
な
い
組
織
で

は
何
も
な
ら
な
い
た
め
、
訓
練

や
研
修
を
通
し
て
防
災
リ
ー
ダ

ー
の
育
成
に
力
を
入
れ
、
住
民

の
危
機
管
理
意
識
な
ど
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
。
資
機
材

の
充
実
の
た
め
、
限
度
額
内
で

１
２
補
助
を
実
施
。
被
災
後
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
県
と
の
協
議
で

検
討
し
た
い
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ

＝

業
務
継
続
計
画
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再
質
問

宇多津町議会だより No.60宇多津町議会だより No.60

問

問

問

浅
野
ま
ち
づ
く
り
課
長

再
質
問

松
井
地
域
整
備
課
長

松
井
地
域
整
備
課
長

谷
川
町
長

山
下
総
務
課
長

一
般
質
問

一
般
質
問

谷
川
町
長

藍川  佳津樹　議員港　一紫　議員

　
　
１
年
前
に
質
問
を
し
た

本
件
に
つ
い
て
、
そ
の
後
進

展
は
あ
っ
た
の
か
。
以
来
こ

れ
に
関
し
て
何
も
聞
こ
え
て

こ
な
い
の
で
、
再
び
こ
の
質

問
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

と
な
っ
た
。
議
会
は
執
行
部

の
監
視
機
関
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
税
の
投
資
効
果
が
発
揮

さ
れ
ず
停
滞
し
て
い
れ
ば
、

追
跡
調
査
的
議
論
を
行
う
使

命
が
あ
る
。
１
年
前
の
質
問

で
は
共
用
開
始
の
時
期
を
問

う
た
が
、
今
回
は
あ
え
て
そ

の
可
否
を
問
う
。

　
　
　
　
臨
海
公
園
に
ド
ッ

グ
ラ
ン
施
設
は
必
要
で
は
な

い
の
か
。

　
　
２
０
１
６
年
宇
多
津
町
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
売

が
決
ま
り
６
月
広
報
の
中
で
も

掲
載
さ
れ
た
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を

隣
接
す
る
坂
出
市
と
丸
亀
市
で

も
使
え
、
ま
た
坂
出
市
と
丸
亀

市
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

を
宇
多
津
町
で
も
使
え
る
よ
う

に
広
域
連
携
を
結
べ
な
い
か
。

　
　
町
内
の
臨
海
公
園
に
連
れ

て
来
ら
れ
る
ペ
ッ
ト
の
ほ
と
ん

ど
が
犬
で
あ
る
。
人
と
犬
が
互

い
に
気
持
ち
よ
く
公
園
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
ト
ラ
ブ

ル
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に

も
臨
海
公
園
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
施

設
の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
も
と
を
た
ど
れ

ば
、
地
元
要
望
で
道
池
か
ら

鍋
谷
６
号
線
を
接
続
す
る
目

的
が
、
途
中
現
状
の
よ
う
に
変

更
さ
れ
た
。
た
だ
、
何
度
も

現
地
を
確
認
し
た
が
、
下
り

カ
ー
ブ
と
視
界
の
悪
さ
で
危

険
極
ま
り
な
い
。
事
前
協
議

が
不
十
分
と
言
わ
れ
れ
ば
そ

の
通
り
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
今
は
６
号
線
の
拡
張
工

事
は
終
わ
り
、
初
期
の
目
的

は
達
成
さ
れ
た
。
事
後
の
策

と
な
る
が
、
何
か
有
効
利
用

が
で
き
な
い
か
、
知
恵
を
い

た
だ
き
た
い
。

プレミアム付き商品券の
使用可能店拡大

鍋
谷
７
号
線
供
用
開
始
の
可
否

有
効
活
用
が
で
き
な
い
か

　
　
　知
恵
を
い
た
だ
き
た
い
／
町
長

臨
海
公
園
に

ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設
の
設
置
を

水
族
館
建
設
に
と
も
な
う
整
備
が

　
　
　
　
　最
優
先
／
地
域
整
備
課
長

現時点では地域拡大は難しい
　　　　　／まちづくり課長

問

　
　
　
　
　
　
　
昨
年
度
は
諸

事
情
に
よ
り
、
事
業
評
価
を
実

施
し
て
い
な
い
。
26
年
度
は
10

事
業
を
外
部
評
価
委
員
会
に
諮

っ
た
。
フ
ル
コ
ス
ト
情
報
に
つ

い
て
は
、
内
容
が
複
雑
で
、
算

定
開
示
に
至
っ
て
い
な
い
。
長

期
的
に
見
て
、
事
業
評
価
に
お

け
る
フ
ル
コ
ス
ト
情
報
の
活
用

は
重
要
性
を
増
す
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
29
年
度
か
ら
複

式
簿
記
を
取
り
入
れ
た
会
計
制

度
に
取
り
組
む
こ
と
か
ら
、
同

時
検
討
を
進
め
た
い
。

　
フ
ル
コ
ス
ト

　
　
事
業
費
だ
け
で
な
く
、
そ
の
事

　
業
の
運
営
に
か
か
っ
た
す
べ
て
の

　
費
用
を
い
う
。
例
え
ば
、
準
備
や

　
後
片
付
け
に
か
か
っ
た
職
員
の
人

　
件
費
、
人
件
費
に
か
か
る
退
職
給

　
与
引
当
金
、
事
業
に
用
い
た
施
設

　
の
原
価
償
却
費
、
光
熱
水
費
、
間

　
接
経
費
な
ど
の
合
算
費
用
を
言
い
、

　
算
出
に
は
大
き
な
手
間
を
要
す
る
。

　
た
だ
傾
向
と
し
て
は
、
地
方
自
治

　
体
の
能
力
に
応
じ
た
独
自
の
範
囲

　
を
定
め
て
、
極
力
現
実
に
近
い
評

　
価
資
料
と
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
　
町
の
各
種
事
業
の
成
果
を

評
価
し
、改
善
も
し
く
は
改
廃

に
つ
な
げ
る
委
員
会
が
あ
る
。

最
近
で
は
公
会
計
改
革
に
と
も

な
い
フ
ル
コ
ス
ト
情
報
を
評
価

の
一
手
段
と
す
る
考
え
が
普
及

し
つ
つ
あ
る
。本
町
に
お
い
て
事

業
評
価
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

事
業
名
と
そ
の
評
価
結
果
を
う

か
が
い
た
い
。そ
の
上
で
フ
ル
コ

ス
ト
情
報
が
そ
れ
ら
事
業
評
価

の
判
断
に
供
さ
れ
て
い
る
の
か
。

事業評価での
フルコスト情報の開示
フルコスト情報の活用を検討する
                          ／総務課長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
用

者
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
喜
ば

し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
取

り
扱
い
店
舗
か
ら
見
れ
ば
売

り
上
げ
が
伸
び
る
店
も
あ
れ

ば
伸
び
な
い
店
も
出
て
く
る
。

現
時
点
で
は
、
ご
提
案
の
連

携
に
よ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
の
事
業
化
に
つ
い
て

は
厳
し
い
と
い
う
判
断
を
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
臨
海
公

園
に
限
っ
て
は
厳
し
い
。
今

後
他
の
場
所
で
必
要
で
あ
れ

ば
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
現
状
で
は
危
険
が

大
き
す
ぎ
る
。
し
か
し
１
億

円
の
税
金
投
下
は
誰
が
責
任

を
と
る
の
か
。
議
会
も
承
認

し
て
い
る
。
前
に
進
め
る
た

め
に
、
町
長
は
県
の
公
安
に

お
願
い
に
行
く
な
ど
は
し
た

の
か
。

　
　
　
　
　 
公
安
の
情
報
を

担
当
か
ら
聞
き
、
直
接
出
向
い

た
こ
と
は
な
い
。
地
元
か
ら
の

要
望
も
今
は
来
て
い
な
い
。
し

ば
ら
く
時
間
を
い
た
だ
き
、
活

用
方
法
を
考
え
た
い
。
議
会
か

ら
も
知
恵
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨
海
公

園
で
は
皆
さ
ん
ご
存
知
の
よ
う

に
水
族
館
建
設
計
画
が
あ
る
。

計
画
が
進
ん
で
い
る
以
上
、
水

族
館
の
周
辺
整
備
を
最
優
先
に

考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ドッグランで遊ぶ犬

商工会前に置かれたPRの立て看板
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問

問

問

浅
野
ま
ち
づ
く
り
課
長

再
質
問

松
井
地
域
整
備
課
長

松
井
地
域
整
備
課
長

谷
川
町
長

山
下
総
務
課
長

一
般
質
問

一
般
質
問

谷
川
町
長

藍川  佳津樹　議員港　一紫　議員

　
　
１
年
前
に
質
問
を
し
た

本
件
に
つ
い
て
、
そ
の
後
進

展
は
あ
っ
た
の
か
。
以
来
こ

れ
に
関
し
て
何
も
聞
こ
え
て

こ
な
い
の
で
、
再
び
こ
の
質

問
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

と
な
っ
た
。
議
会
は
執
行
部

の
監
視
機
関
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
税
の
投
資
効
果
が
発
揮

さ
れ
ず
停
滞
し
て
い
れ
ば
、

追
跡
調
査
的
議
論
を
行
う
使

命
が
あ
る
。
１
年
前
の
質
問

で
は
共
用
開
始
の
時
期
を
問

う
た
が
、
今
回
は
あ
え
て
そ

の
可
否
を
問
う
。

　
　
　
　
臨
海
公
園
に
ド
ッ

グ
ラ
ン
施
設
は
必
要
で
は
な

い
の
か
。

　
　
２
０
１
６
年
宇
多
津
町
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
売

が
決
ま
り
６
月
広
報
の
中
で
も

掲
載
さ
れ
た
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を

隣
接
す
る
坂
出
市
と
丸
亀
市
で

も
使
え
、
ま
た
坂
出
市
と
丸
亀

市
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

を
宇
多
津
町
で
も
使
え
る
よ
う

に
広
域
連
携
を
結
べ
な
い
か
。

　
　
町
内
の
臨
海
公
園
に
連
れ

て
来
ら
れ
る
ペ
ッ
ト
の
ほ
と
ん

ど
が
犬
で
あ
る
。
人
と
犬
が
互

い
に
気
持
ち
よ
く
公
園
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
ト
ラ
ブ

ル
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に

も
臨
海
公
園
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
施

設
の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
も
と
を
た
ど
れ

ば
、
地
元
要
望
で
道
池
か
ら

鍋
谷
６
号
線
を
接
続
す
る
目

的
が
、
途
中
現
状
の
よ
う
に
変

更
さ
れ
た
。
た
だ
、
何
度
も

現
地
を
確
認
し
た
が
、
下
り

カ
ー
ブ
と
視
界
の
悪
さ
で
危

険
極
ま
り
な
い
。
事
前
協
議

が
不
十
分
と
言
わ
れ
れ
ば
そ

の
通
り
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
今
は
６
号
線
の
拡
張
工

事
は
終
わ
り
、
初
期
の
目
的

は
達
成
さ
れ
た
。
事
後
の
策

と
な
る
が
、
何
か
有
効
利
用

が
で
き
な
い
か
、
知
恵
を
い

た
だ
き
た
い
。

プレミアム付き商品券の
使用可能店拡大

鍋
谷
７
号
線
供
用
開
始
の
可
否

有
効
活
用
が
で
き
な
い
か

　
　
　知
恵
を
い
た
だ
き
た
い
／
町
長

臨
海
公
園
に

ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設
の
設
置
を

水
族
館
建
設
に
と
も
な
う
整
備
が

　
　
　
　
　最
優
先
／
地
域
整
備
課
長

現時点では地域拡大は難しい
　　　　　／まちづくり課長

問

　
　
　
　
　
　
　
昨
年
度
は
諸

事
情
に
よ
り
、
事
業
評
価
を
実

施
し
て
い
な
い
。
26
年
度
は
10

事
業
を
外
部
評
価
委
員
会
に
諮

っ
た
。
フ
ル
コ
ス
ト
情
報
に
つ

い
て
は
、
内
容
が
複
雑
で
、
算

定
開
示
に
至
っ
て
い
な
い
。
長

期
的
に
見
て
、
事
業
評
価
に
お

け
る
フ
ル
コ
ス
ト
情
報
の
活
用

は
重
要
性
を
増
す
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
29
年
度
か
ら
複

式
簿
記
を
取
り
入
れ
た
会
計
制

度
に
取
り
組
む
こ
と
か
ら
、
同

時
検
討
を
進
め
た
い
。

　
フ
ル
コ
ス
ト

　
　
事
業
費
だ
け
で
な
く
、
そ
の
事

　
業
の
運
営
に
か
か
っ
た
す
べ
て
の

　
費
用
を
い
う
。
例
え
ば
、
準
備
や

　
後
片
付
け
に
か
か
っ
た
職
員
の
人

　
件
費
、
人
件
費
に
か
か
る
退
職
給

　
与
引
当
金
、
事
業
に
用
い
た
施
設

　
の
原
価
償
却
費
、
光
熱
水
費
、
間

　
接
経
費
な
ど
の
合
算
費
用
を
言
い
、

　
算
出
に
は
大
き
な
手
間
を
要
す
る
。

　
た
だ
傾
向
と
し
て
は
、
地
方
自
治

　
体
の
能
力
に
応
じ
た
独
自
の
範
囲

　
を
定
め
て
、
極
力
現
実
に
近
い
評

　
価
資
料
と
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
　
町
の
各
種
事
業
の
成
果
を

評
価
し
、改
善
も
し
く
は
改
廃

に
つ
な
げ
る
委
員
会
が
あ
る
。

最
近
で
は
公
会
計
改
革
に
と
も

な
い
フ
ル
コ
ス
ト
情
報
を
評
価

の
一
手
段
と
す
る
考
え
が
普
及

し
つ
つ
あ
る
。本
町
に
お
い
て
事

業
評
価
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

事
業
名
と
そ
の
評
価
結
果
を
う

か
が
い
た
い
。そ
の
上
で
フ
ル
コ

ス
ト
情
報
が
そ
れ
ら
事
業
評
価

の
判
断
に
供
さ
れ
て
い
る
の
か
。

事業評価での
フルコスト情報の開示
フルコスト情報の活用を検討する
                          ／総務課長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
用

者
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
喜
ば

し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
取

り
扱
い
店
舗
か
ら
見
れ
ば
売

り
上
げ
が
伸
び
る
店
も
あ
れ

ば
伸
び
な
い
店
も
出
て
く
る
。

現
時
点
で
は
、
ご
提
案
の
連

携
に
よ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
の
事
業
化
に
つ
い
て

は
厳
し
い
と
い
う
判
断
を
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
臨
海
公

園
に
限
っ
て
は
厳
し
い
。
今

後
他
の
場
所
で
必
要
で
あ
れ

ば
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
現
状
で
は
危
険
が

大
き
す
ぎ
る
。
し
か
し
１
億

円
の
税
金
投
下
は
誰
が
責
任

を
と
る
の
か
。
議
会
も
承
認

し
て
い
る
。
前
に
進
め
る
た

め
に
、
町
長
は
県
の
公
安
に

お
願
い
に
行
く
な
ど
は
し
た

の
か
。

　
　
　
　
　 

公
安
の
情
報
を

担
当
か
ら
聞
き
、
直
接
出
向
い

た
こ
と
は
な
い
。
地
元
か
ら
の

要
望
も
今
は
来
て
い
な
い
。
し

ば
ら
く
時
間
を
い
た
だ
き
、
活

用
方
法
を
考
え
た
い
。
議
会
か

ら
も
知
恵
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨
海
公

園
で
は
皆
さ
ん
ご
存
知
の
よ
う

に
水
族
館
建
設
計
画
が
あ
る
。

計
画
が
進
ん
で
い
る
以
上
、
水

族
館
の
周
辺
整
備
を
最
優
先
に

考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ドッグランで遊ぶ犬

商工会前に置かれたPRの立て看板
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問

問

問

笠
井
税
務
課
長

亀
井
副
町
長

再
質
問

谷
川
町
長

松
井
地
域
整
備
課
長

松
井
地
域
整
備
課
長

笠
井
税
務
課
長

木
下
危
機
管
理
課
長

和
田
学
校
教
育
課
長

一
般
質
問

一
般
質
問

大黒　一也　議員井上　弘治　議員

　
　
災
害
が
発
生
し
た
時
、

何
よ
り
も
人
命
救
助
が
最
優

先
で
、
被
災
者
支
援
な
ら
び

に
復
旧
、
復
興
に
は
行
政
の

素
早
い
対
応
が
不
可
欠
。
被

災
者
の
氏
名
、
住
所
な
ど
の

基
本
情
報
や
被
害
状
況
、避
難

先
、配
給
管
理
、
仮
設
住
宅
、

り
災
証
明
の
発
行
な
ど
を
総

合
的
に
管
理
す
る
被
災
者
支

援
シ
ス
テ
ム
が
極
め
て
重
要
。

住
民
本
位
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
さ
れ
る
体
制
づ
く
り

を
進
め
、
導
入
、
運
用
し
て

い
く
こ
と
が
有
益
だ
が
。

　
　
　
　
法
人
の
流
出
は
法

人
の
税
収
減
に
つ
な
が
る
。

固
定
資
産
税
の
減
少
が
見
込

ま
れ
て
い
る
中
、
そ
れ
を
補

て
ん
す
る
政
策
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
対
策
は
。

　
　
　
　
欠
損
前
の
徴
収
や

徴
収
率
の
向
上
へ
の
取
り
組

み
は
。

　
　
香
川
県
市
町
村
行
財
政
要

覧
か
ら
税
収
推
移
を
調
査
。
着

目
点
は
納
税
法
人
の
減
少
。
平

成
26
年
は
５
７
４
法
人
、
28
年

は
５
６
０
法
人
。
内
訳
は
資
本

金
10
億
以
上
の
法
人
が
マ
イ
ナ

ス
８
、
１
億
以
上
10
億
以
下
の

法
人
数
が
マ
イ
ナ
ス
２
と
大
資

本
の
法
人
が
流
出
し
て
い
る
。

　
次
に
、
地
価
の
下
落
か
ら
土

地
の
固
定
資
産
税
が
減
少
傾
向
。

財
政
基
盤
の
確
保
か
ら
企
業
流

出
の
要
因
と
土
地
の
固
定
資
産

税
の
減
少
を
補
て
ん
す
る
対
策

取
り
組
み
は
。

　
　
町
営
住
宅
お
よ
び
駐
車
場

の
使
用
料
の
未
収
金
が
増
加
。

ま
た
平
成
23
年
に
お
い
て
は
欠

損
を
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
理

由
は
。

　
も
う
一
点
、
香
川
県
市
町
村

行
財
政
要
覧
か
ら
県
内
の
自
治

体
と
比
較
し
て
も
、
全
国
の
自

治
体
で
本
町
と
同
規
模
の
自
治

体
と
比
較
し
た
場
合
で
も
税
の

徴
収
率
が
低
い
。
ど
う
分
析
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　 

　
今
回
の

熊
本
地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え
、

常
日
頃
か
ら
災
害
時
に
住
民

本
位
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
る
体
制
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
は

認
識
し
て
い
る
。
被
災
者
支

援
シ
ス
テ
ム
は
、
多
岐
に
わ

た
る
被
災
者
支
援
業
務
を
一

体
的
に
運
用
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
。

導
入
、
運
用
を
行
う
に
あ
た

っ
て
の
課
題
な
ど
を
研
究
、

調
査
し
て
い
く
。

税収から見た本町の状況は

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入

住
民
本
位
の
シ
ス
テ
ム
作
り
を

　
　
　
　

   

進
め
る
／
危
機
管
理
課
長

未
収
金
の
増
加
と
徴
収
率
の
低
下

訪
問
対
応
し
、納
入
の
交
渉
を
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　

    

／
地
域
整
備
課
長

法人税、固定資産税ともに減少
　　　　　　　　　／税務課長

問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
学
校

で
は
６
年
生
の
体
育
の
教
科
で
、

喫
煙
、
飲
酒
、
シ
ン
ナ
ー
の
害
、

風
邪
薬
で
も
服
用
を
誤
る
と
害

に
な
る
と
い
う
指
導
を
し
て
い

る
。
中
学
校
で
は
保
健
体
育
の

時
間
に
、
危
険
ド
ラ
ッ
ク
、
大

麻
な
ど
の
薬
物
が
身
体
に
お
よ

ぼ
す
影
響
と
依
存
性
、
薬
物
が

引
き
起
こ
す
社
会
へ
の
影
響
、

自
分
の
健
康
や
行
動
に
責
任
を

持
つ
大
切
さ
を
指
導
し
て
い
る
。

ま
た
夏
休
み
前
に
は
総
合
学
習

の
時
間
を
利
用
し
て
、
警
察
官

を
講
師
に
非
行
防
止
教
室
と
あ

わ
せ
て
開
催
し
て
い
る
。

　
　
覚
せ
い
剤
や
麻
薬
な
ど
は
、

乱
用
す
る
人
間
の
精
神
や
肉
体

を
む
し
ば
み
、
幻
覚
、
妄
想
が

殺
人
や
放
火
な
ど
の
凶
悪
な
犯

罪
や
交
通
事
故
を
引
き
起
こ
し
、

一
度
使
用
す
る
と
依
存
性
が
高

く
生
涯
に
わ
た
り
苦
し
む
こ
と

に
な
る
。
人
生
の
土
台
を
築
く

成
長
期
に
、
薬
物
の
怖
さ
を
理

薬物乱用防止教育

薬物乱用防止教室を
開催している／学校教育課長

　
　
　
　
　
　
　
企
業
流
出

の
要
因
は
、
資
本
減
少
に
よ

り
別
区
分
へ
移
動
や
一
時
的

廃
止
な
ど
様
々
な
要
因
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
法
人
数

の
減
少
は
、
税
収
面
で
言
え

　
　
　
　
　
　
固
定
資
産
税

の
減
少
を
補
て
ん
す
る
対
策

は
、
建
物
が
で
き
れ
ば
固
定

資
産
が
上
が
り
、
地
目
に
よ

り
評
価
額
も
変
わ
る
。
今
後

も
企
業
誘
致
な
ど
は
必
要
な

政
策
だ
と
考
え
て
い
る
。

ば
収
入
減
に
つ
な
が
る
。
固

定
資
産
に
関
し
て
は
長
期
下

落
傾
向
に
あ
る
。
今
後
も
固

定
資
産
税
収
は
減
少
し
て
い

く
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
被
災
し
て
大
変
な

思
い
を
し
て
い
る
住
民
の
皆

さ
ん
の
負
担
を
少
し
で
も
減

ら
す
の
が
目
的
で
、
最
も
大

事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
住
民
一
人
ひ
と
り
の
情

報
。
町
長
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
被
災
者
支
援
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
す
る
。

被
災
後
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
と

も
に
、
被
災
地
の
支
援
に
対

す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
も

指
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
納
者

は
２
種
類
。
１
つ
は
、
遅
れ
な

が
ら
納
入
し
て
い
る
方
。
も
う

１
つ
は
、
数
年
に
渡
る
未
納
の

方
で
、
分
納
制
約
な
ど
も
行
っ

て
い
る
。
し
か
し
約
束
よ
り
少

額
で
の
納
入
と
い
う
話
に
な
り

未
収
金
の
増
額
に
つ
な
が
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
能
欠

損
に
お
い
て
は
、
支
払
者
、
連

帯
保
証
人
の
死
亡
や
支
払
能
力

が
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
26
年
度

決
算
で
は
県
内
自
治
体
５
位
の

徴
収
率
で
あ
る
。
さ
ら
に
徴
収

率
が
上
が
る
啓
発
な
ど
を
推
進

し
、
研
究
を
進
め
て
徴
収
率
の

向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
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る
。
訪
問
対
応
し
、
直
接
本
人

と
交
渉
し
て
納
入
し
て
い
る
。
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手
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激
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。児

童
生
徒
に
よ
る
薬
物
乱
用
を
防
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す
る
た
め
の
学
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で
の
取
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組
み
は
。薬物乱用防止の
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の
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。
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を
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く

成
長
期
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不
能
欠

損
に
お
い
て
は
、
支
払
者
、
連

帯
保
証
人
の
死
亡
や
支
払
能
力

が
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
26
年
度

決
算
で
は
県
内
自
治
体
５
位
の

徴
収
率
で
あ
る
。
さ
ら
に
徴
収

率
が
上
が
る
啓
発
な
ど
を
推
進

し
、
研
究
を
進
め
て
徴
収
率
の

向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

る
。
訪
問
対
応
し
、
直
接
本
人

と
交
渉
し
て
納
入
し
て
い
る
。

欠
損
は
平
成
22
年
に
３
件
あ
り
、

裁
判
に
よ
り
回
収
不
能
の
た
め

欠
損
処
理
を
し
た
。

解
で
き
た
ら
成
人
し
て
か
ら
手

を
出
す
こ
と
も
激
減
す
る
。児

童
生
徒
に
よ
る
薬
物
乱
用
を
防

止
す
る
た
め
の
学
校
で
の
取
り

組
み
は
。薬物乱用防止の

パンフレット
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問

再
質
問

再
質
問

山
下
総
務
課
長

高
瀬
保
健
福
祉
課
長

一
般
質
問

応
援
し
ょ
う
で
ぇ
〜

山
下
総
務
課
長

谷
川
町
長

西本　祐子　議員

　
　
議
会
は
町
長
・
執
行
部

の
施
策
を
評
価
・
監
視
し
、

税
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
イ

エ
ス
・
ノ
ー
が
言
え
る
機
関
。

個
々
の
議
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
も
大
切
だ
が
、
事
務
局
の

人
員
の
少
な
さ
は
議
会
軽
視
で

は
な
い
か
。
県
内
で
も
条
例
で

定
め
ら
れ
た
定
数
に
満
た
な

い
の
は
本
町
だ
け
。
職
員
の

総
数
を
増
や
す
こ
と
は
難
し

い
の
で
、
監
査
事
務
局
を
議

会
に
設
置
し
、
事
務
局
の
人

員
を
増
や
せ
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　監
査
委
員

は
議
会
や
町
長
、
ま
た
は
そ

の
他
の
執
行
機
関
や
外
部
の

圧
力
に
は
干
渉
を
受
け
る
こ

と
な
く
、
自
ら
の
判
断
と
責

任
で
職
務
を
全
う
し
て
い
る
。

議
会
に
監
査
事
務
局
を
置
く

こ
と
が
い
い
の
か
も
含
め
て

研
究
が
必
要
。
コ
ン
パ
ク
ト

な
町
に
合
う
組
織
づ
く
り
を

構
築
す
る
。

議
会
に
監
査
事
務
局
を

議
会
に
置
く
こ
と
が
い
い
の
か

　
　
　
　
　研
究
す
る
／
総
務
課
長

問

　
　
　
　
　
　
　
　
　町
と
し

て
は
、
現
在
調
査
研
究
を
進
め

て
い
る
。
場
所
・
回
数
・
日
時

・
方
法
な
ど
を
考
え
て
対
応
し

た
い
。

　
　
　
　
　
　や
ら
な
い
わ
け

で
は
な
く
、
実
施
す
る
た
め
の

調
査
研
究
な
の
で
、必
ず
や
る
。

　
　
貧
困
世
帯
が
増
え
、
子
ど

も
の
食
の
支
援「
子
ど
も
食
堂
」

が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

本
町
で
も
ひ
と
り
親
世
帯
の
支

援
、
子
ど
も
の
孤
食
を
防
ぐ
た

め
に
「
子
ど
も
食
堂
」
の
開
設

を
し
て
は
ど
う
か
。
町
内
で
は

す
で
に
有
志
が
始
め
よ
う
と
し

て
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
食

材
の
提
供
な
ど
の
目
途
は
立
っ

て
い
る
。
場
所
さ
え
提
供
し
て

く
れ
れ
ば
、
お
金
も
か
か
ら
ず

に
始
め
ら
れ
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に
も

な
る
と
思
う
が
。

「子ども食堂」の開設を急げ

現在、調査研究を進めている
　　　　　／保健福祉課長

　
　
　
　
監
査
専
任
の
職
員

が
い
れ
ば
、
よ
り
有
効
で
き

め
細
か
い
監
査
が
で
き
る
の

で
は
。

　
　
　
　
今
ま
さ
に
支
援
が

必
要
な
子
ど
も
が
い
る
の
に
、

調
査
研
究
し
て
い
た
ら
、
い

つ
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　本
来
は
町

側
に
も
議
会
側
に
も
属
さ
な

い
第
三
者
と
し
て
行
財
政
の

チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
職
員
数
の
少
な
い

本
町
で
は
難
し
い
。

応援しょうでぇ～！
うたづっ子

放課後子
ども教室「ドッジボール」

ドッジボールで
楽しいこと

・キャンプが楽しい。

・試合ができる。

・たくさんの友達と遊べる。

・練習が終わったら

 　 ゲームできるから。

　地域のボランティアが立ち上げて始まった、うたづっ子スポーツ教室「ドッジボール」は10年
目を迎えました。３年生から６年生までの子どもたちが、週に２回宇多津小学校のプレイルーム
で「楽しく、まじめに、一所懸命」練習しています。仲間同士でコミュケーションをとりながら
練習するというのも、団体競技ならではの楽しさです。一人の責任は全体の責任、全体の責任は
一人の責任ということを考えながら日々練習に励んでいます。ドッジボールという運動を通じて
仲間のために頑張ることや仲間がいることに
よって自分が持っている力以上のものを出す
ことができます。結果が出た時には今までの
厳しい練習も何のその、仲間となら喜びや悔
しさがより大きなものになるのです。

練習は試合、試合は練習という
気持ちを大事に平常心で。

・
言
葉
遣
い

・
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ

　
う
に
な
っ
た
。

・
み
ん
な
で
一
緒
に
練
習

　
し
た
ら
楽
し
い
。

・
靴
を
き
ち
ん
と
並
べ
ら

　
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で

学
ん
だ
こ
と
は
？

・
友
だ
ち
に
誘
わ
れ
て
。

・
兄
弟
姉
妹
が
い
た
か
ら
。

・
親
に
言
わ
れ
た
か
ら
。

・
体
力
を
付
け
る
た
め
。

・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
が
好
き

　
だ
か
ら
。

・
友
だ
ち
を
た
く
さ
ん
作

　
り
た
い
。

入
部
し
た
き
っ
か
け
は
？

　
子
ど
も
た
ち
は
活
動
を
通
し
て
、

ほ
か
の
学
校
や
学
年
に
も
友
だ
ち
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
チ
ー
ム
の
中

で
、
相
手
を
気
遣
っ
た
り
、
下
級
生

を
思
い
や
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
、
体
力
作
り
や
心
の
成
長

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

保
護
者
か
ら
ひ
と
こ
と

指導者
　植條　礼香　　　
　大黒　一也

「子ども食堂」は大家族のよう

今年も夏のキャンプで大集合

練習場所　宇多津小学校「プレイルーム」　
練習時間　毎週水曜日午後３時半から５時半
　　　　　　　土曜日午後１時半から３時半
　年に数回の試合のほか、夏冬のキャンプ、
お別れ会もあります。

練習場所　宇多津小学校「プレイルーム」　
練習時間　毎週水曜日午後３時半から５時半
　　　　　　　土曜日午後１時半から３時半
　年に数回の試合のほか、夏冬のキャンプ、
お別れ会もあります。
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町
内
農
家
の
有
志
が
、
本
町
の
特
産

品
開
発
と
耕
作
放
棄
地
対
策
で
約
10
年

前
か
ら
古
代
米
作
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
普
通
の
米
と
同
じ
よ
う
に
６
月

に
は
田
植
え
を
し
、
秋
に
収
穫
し
ま
す

が
、
毎
年
、
町
内
の
幼
稚
園
児
や
小
学

生
が
収
穫
の
手
伝
い
に
来
て
く
れ
ま
す
。

　
古
代
米
は
私
た
ち
の
祖
先
が
栽
培
し

て
い
た
古
代
の
品
種
の
特
性
が
残
る
稲

で
、
本
町
で
は
『
紫
黒
苑
』
と
『
朝
紫
』

の
２
品
種
を
栽
培
。
食
物
繊
維
も
多
く
、

古
く
は
薬
膳
料
理
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
薬
米
の
別
名
も
あ
り
ま

す
。 

　
　

　
古
代
米
は
、
そ
の
ま
ま
食
べ
る
と
い

う
よ
り
は
白
米
に
混
ぜ
て
健
康
米
と
し

て
、
ま
た
ス
イ
ー
ツ
や
お
酒
、
う
ど
ん

な
ど
に
も
加
工
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
り

多
く
の
方
々
に
古
代
米
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
歩
天
、
ア
ロ
ハ
ナ
イ
ト
、

お
ひ
な
さ
ん
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

古
代
米
の
お
寿
司
や
お
は
ぎ
な
ど
に
加

工
し
て
売
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
、
宇
多
津
の
古
代
米
を
応
援
し
て
く

だ
さ
い
。

　
今
年
も
終
戦
記
念
日
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
昭
和
20
年
８

月
15
日
に
第
二
次
世
界
大
戦
が
終

結
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
戦
争

を
知
ら
な
い
世
代
に
戦
争
の
経
験

と
平
和
の
意
義
を
伝
え
る
た
め
、

「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す

る
日
」と
す
る
こ
と
が
閣
議
決
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
は
、
街
区
に
直
接
戦
火
を

受
け
ず
に
済
み
ま
し
た
が
、
こ
の

戦
争
の
犠
牲
者
は
、
陸
軍
、
海
軍
、

傷
痍
軍
人
、
従
軍
者
を
含
め
動
員

さ
れ
た
６
７
５
名
。
そ
れ
以
外
に

も
間
接
的
な
戦
争
犠
牲
者
が
多
数

お
り
、
町
内
に
お
い
て
推
計
不
能

と
記
録
に
あ
り
ま
す
。

　
国
民
が
平
和
の
大
切
さ
を
毎
年

学
ぶ
。
そ
ん
な
特
別
な
一
日
だ
と

考
え
ま
す
。
　 

（
井
上
　
弘
治
）

香川県宇多津町

　
毎
年
、
長
縄
手
の
耕
作
放

棄
地
を
借
用
し
、
じ
ゃ
が
い

も
を
栽
培
し
て
７
年
目
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
平
成
22
年
に

給
食
関
係
者
や
役
場
の
関
係
課
と
協
議
し
て
、
子
ど
も
た
ち

と
安
全
、
安
心
な
野
菜
を
栽
培
し
、
給
食
の
食
材
と
し
て
食

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
品
種
は

『
メ
ー
ク
イ
ン
』
で
、
こ
れ
は
給
食
セ
ン
タ
ー
の
要
望
で
す
。

植
え
付
け
直
後
に
除
草
剤
を
１
回
だ
け
散
布
し
て
い
ま
す
が
、

基
本
的
に
は
農
薬
を
使
用
し
な

い
栽
培
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
　

　
今
回
は
宇
多
津
小
学
校
５
年

生
の
３
ク
ラ
ス
が
時
間
差
で
畑

に
入
り
、
地
域
整
備
課
の
方
た

ち
の
協
力
で
、
う
ね
ご
と
に
じ

ゃ
が
い
も
を
掘
っ
て
い
き
ま
す
。

日
頃
か
ら
土
を
触
っ
て
い
な
い

子
ど
も
も
多
く
い
ま
す
が
、
移

植
ご
て
や
手
を
使
っ
て
掘
り
進

み
、
コ
ン
テ
ナ
25
個
ほ
ど
収
穫

で
き
ま
し
た
。
収
穫
し
た
じ
ゃ

が
い
も
は
す
べ
て 
給
食
セ
ン
タ

ー
に
納
入
さ
れ
、
町
内
の
幼
・

保
・
小
・
中
学
校
の
学
校
給
食

の
食
材
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。

宇多津幼稚園の子どもたちもお手伝い機械での稲刈り

「
食
育
と
農
業
」

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
西
本
　
祐
子

副
委
員
長
　
濵
中
　
保
夫

委
　  

員
　
港
　
　
一
紫

委
　  

員
　
大
黒
　
一
也

委
　  

員
　
井
上
　
弘
治

発
行
責
任
者

議
　  

長
　
大
松
喜
次
郎

み
な
さ
ま
の
声

じゃがいもの説明をする藤岡さんじゃがいもを掘る子どもたち

食育農業家
藤岡　貴さん

町政を問う（一般質問）
元気ななかま「古代米生産組合」
みなさまの声「食育と農業」

「ドッジボール」応援しょうでぇ～！
うたづっ子

16

15

16

6

ここがスゴイ、
　「古代米」

　白米と比べて、たんぱく
質、ビタミンＢ1、Ｂ6は約４
倍、Ｂ2は約６倍含まれて
います。 また、現代人に不
足しがちな鉄、カルシウム、
マグネシウムなども豊富に
含まれています。

プールは楽しいなプールは楽しいな
宇多津北小学校1年生の

プールの授業。
まずはプールサイドで

『バタ足』の練習ですが、
水を浴びて楽しそう。

宇多津北小学校1年生の
プールの授業。

まずはプールサイドで
『バタ足』の練習ですが、
水を浴びて楽しそう。

し
こ
く
え
ん

あ
さ
む
ら
さ
き


